







































































































































































































































































































































































































































































































Ｃ Mn Si Ｓ Ｐ


































































































































































































一 八 I ? S ’ り ぼ Ｍ －
松返し数紺
第６図 定応力試験におけるヒステリシス･ノレープの面積一繰返し数線図
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0.9 5 Tw 8.3 1 5,0 2 0,0 0 0
''"w 8.8 1 0,0 0 0,0 0 0
１．０5Ty, 9､2 7,1 U 0,0 0 0
1.1 5 T^ 1 0.1 3,6 5 0,0 0 0
１．２５７ｗ 1 1.0 2,0 3 0,0 0 0































T. ―1 1.0K.9//m' , n,/Ni =0.1また第４４図は了z＝8.^Ｋａ／ｉａＪ．　Hi／Ni=0.3の結
果である．第４３図のＡは処女材に応力振幅TI＝11.0K9／皺2を与えて測定したヒステリシス

























































































































6･3 3,2 10.1 11.0 0
　






























































　第４８図より言えることは繰返し段階２以後残留ひずみは次第に減少すること. ni/ N, の小な
るほど残留ひずみは大であること，一次応刀が大きくなると繰返し段階６における残留ひずみの量













































































10 20 50 で0べ)‾４
ひずみγ
および










































































































































































































Ｃ Mn Si Ｓ Ｐ
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0.0 1 3 4
0.0 5 0
＞１
0.0 1 9 2




























0.0 2 4 1
0.1 6 6
1.3 6 0


























































































































































































































0 26 40 60 80 100
二次応力側の繰返し数比n/m %




-20 40 60 80
一次応力侃の紅返し数比，1/ﾀ11％



































































































































































































































































































































































































































































































Ｃ Mn Si Ｓ Ｐ














2 8.4 2 1.4 3 3.9 4 2.5 3 0.6 5 5.1































































































































工 １　ｉ ぶ●ぬ･･ヽ ・ ｙ 匹〃


























































































































































































































































Ｃ Mn Si Ｓ Ｐ
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Pc= 0.1001+4.1178 CO s（














引張荷重に対してPjj,= 1 7 8.9S　ヽ。
　　　　　　　　　　　　　　　　
ｋ 鳴













































































































































































































使用した試験機は平面曲げ疲れ試験にはUpt on -Lewi ｓ式繰返し曲げ試験機。ねじり疲れ試
験にはUp t on - Lewi s式繰返しねじり試験機，かつ引張圧縮疲れ試験には前述の複調和繰返し












































































































































































































































































































































































































































































　4.4 7 3 2
　0.1 0 1 0
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i^no "2/no "a/flo (馴μ心,) (Ji聊４1〉





(2) ３／４ 1/8 1/8
(3) １／２ 9/2U 1/20
(4) １／２ １／４ 1/4
(5) １／４ 7/10 1/20
(6) １／４ 3/8 3/8
(7) 9/10 1/20 1/20
(8) 19/20 ０ 1/20
(9)
沁 1/5 ‰
CTj/cr, =1.1 び3/cr, = 1.1






























素材Ａでは^ogioCo--! 0.5) =4.8 3 2-0.7 3 3 2^ogioN



























































































































































































































































































































































































































































































































とができる。これを用いて<Tk/(tJ ― Nt h
Vn














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































かはわからない・白丸の馬／ｎ＝0.5 5の方が侑対的にたわみは小であり，黒丸のni/n = 0.2 0　峰
の方が大である・このことは（ｒj，ぴjが互いのたわみをけん制し合っているものと思われ第151　砂I
図からも容易に想像のつくことである．なお直線被害法則による疲れ寿命に対する比は白丸の場合 い


















































































































































































































































































































































































































































































Ｃ Si Mn Ｓ Ｐ
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































のj･ j ぴ･t）十'^ij. j　りc･t）゜pUi Cx･ t）　　　　　　　　　C35)
で与えられる。的記号,jおよび‘は座標のｘjおよぴ時間ｔによる微分を表わす・またUiはi方
向の変形･ρは材料の密度を表わす。ρは一定と仮定する。Ｃ）内の変数Ｘは座標が（.ｚl . a;,.



















Cijk^ Ｇｋｍ･£j(X~X' . t-tり十SjmS (x-x'. t-tり
　　　　
゜ρGim Cx-x'. ｔ－ｔり　　　　　　　　　　　　　（39）
となる。たゞしδimはクロネクカの８であり3（?c-Ｘ≒t-t')=S (x-x') S (t-tぺ）は２
個のDi ra cの８関数の積で，任意の連続関数y（芦，りに対して
ツヱ






























tS Ct -r) dT (42)















































一万SimSCx-xへt-t') Ui fx'. t勺dが　　　　　　C45)
Ｄ
式C4 5)をげに関してー・・より十・・まで積分すれば式(4 0)より式(4 4)の最後の積分は














































CijkfGkm･fn(芦-x'. t-t') bi dSj' dt'
















































たゞしd召ｈ勺ま転位の線素(1 ine e 1 eme n t)のぞ成分であり，吻は転位の速度のｆ成分で
ある・またcn jhはn, j, hの順序が1.2,3副馬順列か奇順列かに従って＋1または－ｌ
































































































ｉ‾＝χ. T=y. z= z-z'
したがって式(5 3)の微分形は
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